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はじめに
本稿は, 平成 24年度学内共同研究 ｢地域活動
の 『見える化』 によるコミュニティの連携促進に
関する研究―現代社会における “地域言語力” の
構築 ｣ (研究代表者：惠小百合, 研究分担者：























本年で 8年目をむかえた ｢流山オープンガーデン｣ では, ガーデニングクラブ花恋人の会員による自宅の庭が
公開され, 市内市外から多くの訪問者がやってくる｡ 本研究は, オープンガーデンを地域のイベントとしてとら
え, 訪問者の実態を, 訪問のルートや, 訪問のきっかけとなる情報を与えたメディアを探索することで明らかに
しようとするものである｡ 訪問者を対象とした調査結果からは, ｢はじめて｣ の訪問者と ｢リピーター｣ との間
で, メディア利用や訪問ルートが異なる傾向が見いだされた｡ ｢はじめて｣ の訪問者は, 主催者側が用意してい
るマップを活用し, そこに掲載されている番号順に律儀に庭を訪問する姿が浮かび上がってきた｡ 対照的に,
｢リピーター｣ は自身の嗜好性に従って ｢見るべき庭｣ を選択しているという姿である｡ マス・メディアは市外
からの ｢はじめて｣ の訪問者を呼び込む情報発信メディアとして機能するが, 市内の ｢リピーター｣ は 『広報な





























デニングクラブ花恋人 (かれんと)｣ である｡ 40
名ほどで発足した花恋人も, 現在では 80名の会
員を数える｡ 花恋人の会員は, 2006年から 5月
に 3日間, 自分の庭を一斉公開する ｢統一公開日｣
を設けており, 毎年 3,000名を超える訪問者が市









































鑑賞すると, 結果として ｢緑のまつり｣ の参加者
へと変化してしまうプロセスを明らかにした (野










































b . 標本数：有効回答数 643
(18日 160, 19日 257, 20日 226)












研究 ｢地域活動の 『見える化』 によるコミュ
ニティの連携促進に関する研究 現代社会

















ては, 60歳代が最も高く (44.8％), 50歳代 (23.2








































































よ｣ と言った ｢好みの庭｣ が存在することが確認
できる｡ 全て見て回ったうえで, 庭自体が持つ素
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( 1 ) 訪問者には, 調査に協力するか否かの意志を確
認して行ったため, 訪問者全数調査ではない｡
( 2 ) 参考資料として掲載した ｢オープンガーデンに
関する調査の単純集計表｣ を参照｡
( 3 ) ｢みどりのまちづくりに関する住民意向調査｣
2008年 4月実施, 層化 2段人口比例確率抽出法
を用いた郵送配布・郵送回収による自己記入式ア
ンケート調査｡ 回収数 512 (回収率 31.5％), 有
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